
 

 

吉舎町 人口の動き 

人口:3、642人(-11人 先月比) 世帯数:1、679世帯(+2)  

男:1、690人 女:1、952人  (令和2年2月29日現在) 

（2月届出新生児 0人）  高齢化率(65歳以上) 46.9% 

2020（令和2）年 ３月１０日発行 

ホームページ http://kisajichi.com/ みんなで創る 吉舎町の情報誌  第１３２号 

1  まるごときんさい No132 

（平末 正巳） 

『
ユ

キ
ワ

リ
イ

チ
ゲ

』
咲

き
始

め
ま

し
た

 

お待たせしました！まだかまだかと気をもんで待っていた『ユキワリイチゲ』が２月中旬の陽気でやっと開花

し始めました。これが自然の摂理なのですね。時期が来ればリッパに咲くんです。3月中旬まで楽しめると思い

ます。安田絶滅危惧種保護の会会員が中心となって、自生地の落ち葉払い等の保護活動を続けており、皆様を

お待ちしております。また、セツブンソウ・セリバオウレンもすぐそばで見ることができます。かたわらに飾

られた、鮮やかに回る風車が早春の情景を引き立てています。  

詳しくは、吉舎町自治振興連合会ホームページhttp://kisajichi.com/ 

安田自治振興会☎0824-43-2827までお問合せください。 

 ご意見箱・支援箱 



 

（
小

森
 

美
咲

）
 

（
淀

 
弘

之
）

 

合
同

研
修

旅
行
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「
研

修
会

」
～
「
平
和
」
と
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
を
学
ぶ
～

 

 
２

月

23日
（
日
）
吉

舎
自

治
振

興
会

と
吉

舎
地

区

社
会

福
祉

協
議

会
で

竹
原
市

の
大

久
野
島

へ
研

修
に
行

き
ま
し
た
。
参
加
人
数
は

20名
で
し
た
。
 

 
午

前
中

に
大

久
野

島
毒
ガ

ス
資

料
館
で

Ｄ
Ｖ

Ｄ
映
像

を
見

て
戦

時
中

に
毒

ガ
ス
が

こ
の

島
で
製

造
さ

れ
て
い

た
こ

と
を

学
び

ま
し

た
。
展

示
室

に
は

毒
ガ

ス
製

造
に

関
す

る
資

料
や

防
毒

服
等

が
あ

り
、
な

か
な

か
生

々
し

く
て
怖
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
 

 
お

昼
を

頂
き
、
午

後
か

ら
は

自
由

時
間
。
島

内
の

う

さ
ぎ

に
癒

さ
れ

ま
し

た
。
た

く
さ

ん
参

加
し

て
い

た
だ

き
、
楽

し
い

研
修

が
出

来
ま

し
た
。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。
 

 
中

四
字

自
治

振
興

会
で

は
、
役

員
の
「
研

修
会
」
を

２

月

16日
（
日
）
に

実
施

し
ま

し
た
。
行

先
は

呉
市

で

17

人
が

参
加

し
ま

し
た
。
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
を

８
時

に
出

発
し
、
入

船
山

記
念

館
と

呉
市

海
事

歴
史

科
学

館

「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
 

 
昼

食
の

懇
親

会
で

は
、
こ

の
１

年
間

の
活

動
の

振
り

返

り
を

含
め
、
和

気
あ

い
あ

い
と

談
笑

し
ま

し
た
。

23歳

の
若

者
も

参
加

し
、
今

後
の

活
動

の
頼

も
し

さ
を

感
じ

ま

し
た
。
 

 
軍

都
呉

市
の

歴
史

に
触

れ
な

が
ら
、
日

清
戦

争
か

ら
太

平
洋

戦
争

ま
で

多
く

の
方

の
犠

牲
の

う
え

に
、
今

の
平

和

が
あ

り
ま

す
。
今

年
は

戦
後

75年
。
「
前

事
を

忘
れ

ず
」
と

い
う

言
葉

が
あ

り
ま

す
。
私

た
ち

は
戦

争
に

つ
な

が
る

一
切

の
も

の
を

注
視

し
な

が
ら
、
平

和
を

護
っ

て
い

く
こ
と
を
強
く
感
じ
た
１
日
で
し
た
。
 



 

（
井

藤
 

圭
三

）
 

（
佐

藤
 

明
宏

）
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敷

地
地

区
社

協
と

振
興

会
で

は
２

月
２

日

（
日
）
今

年
度
、
第

２
回

目
の

高
齢

者
配

食

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
朝

早
く

か
ら

女
性

部
は

巻
き

ず
し

を
、
男

性
は

煙
ま

み
れ

に
な

り
な

が
ら

イ
ワ

シ
を

焼

き
、
「
恵

方
巻

と
イ

ワ
シ
」
を

感
謝

の
言

葉

と
と

も
に
、

70歳
以

上
の

59名
の

対
象

の
方

に
配
り
ま
し
た
。
 

 
永

年
（

20年
以

上
）
評

議
員

と
し

て
貢

献

頂
い

た
、
永

宗
誓

次
さ

ん
へ

感
謝

状
を

社
会

福
祉
部
森
末
会
長
よ
り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
ご

協
力

い
た

だ
い

た
皆

さ
ん

有
難

う
ご

ざ

い
ま
し
た
。
 

高
齢

者
配

食
サ

ー
ビ

ス
 

高
齢

者
配

食
サ

ー
ビ

ス
 

 
八
幡

地
区

社
協

で
は
、
２

月

16日
(
日
)
に

女
性

の
会

の
皆

さ
ん

に
ご

協
力

を
い

た
だ

き
、
高

齢
者
給

食
サ

ー

ビ
ス

を
実

施
し

ま
し

た
。
今

年
は
思
わ
ぬ
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
の
影
響

も
あ

り
調
理

前
に

は
前

に
も
増

し
て

十
分
な
手
洗
い
と
消
毒
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
今

年
は
、
ち

ら
し
寿
司
・
大
根

と
人

参
の
酢

の
物
・

野
菜

の
煮
物
・
白
身
魚

の
フ
ラ

イ
・
イ
チ
ゴ

と
桜
餅

の

デ
ザ

ー
ト

と
い

っ
た
メ

ニ
ュ

ー
で
弁
当

を
作

り
ま

し

た
。
掛
紙

は
、
今

年
も
奥
村
精
吾

さ
ん

に
お
願

い
し

て
、
み

か
ん

と
イ
チ
ゴ

の
絵

の
入

っ
た
手
作

り
の

す
ば

ら
し
い
も
の
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 
お

昼
過

ぎ
に

は
社

協
役

員
の

皆
さ

ん
で
、

70歳
以

上

の
一

人
暮

ら
し
、

75歳
以

上
の
二

人
暮

ら
し

の
ご
家
庭

に
「
今

年
は
雪

が
降

ら
ん
ね

ー
、
元

気
し

と
っ

て
、
長

生
き

し
て

く
だ

さ
い
ね
。
」
と

一
言

を
添

え
て

笑
顔

で

配
達
し
ま
し
た
。
 

「
毎

年
楽

し
み

に
し

と
る

ん
よ
」
「
今

年
も

あ
り

が
と

う
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 
ご

協
力

い
た

だ
い

た
ス

タ
ッ
フ

の
皆

さ
ん

に
感

謝
い

た
し
ま
す
。
 

永年表彰 
恵方巻とイワシ 



 

【
ち

ゅ
ー

ピ
ー

パ
ー

ク
～

か
き

小
屋

（
昼

食
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
～

お
お

の
フ

ァ
ク

ト
リ

ー
】
 

委
員

研
修

旅
行

 

（
中
倉

 
政
子

）
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三

次
市
文
化
連
盟

吉
舎
支

部
で

は
、
２

月

16日

（
日
）
午

後
１

時

30分
よ

り
、
吉

舎
生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
「
交
流
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

 
開
会
挨
拶
の
あ
と
、
各
団
体
の
舞
台
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
 

 
き

さ
泉

コ
ー
ラ

ス
の
唄

で
始

ま
り
、
と

み
し
民
謡

会
、
県
民
踊
柴
田
教
室
吉
舎
支
部
、
さ
な
え
歌
謡
に
よ

る
カ
ラ
オ
ケ
、
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
・
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
に
よ

る
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ゲ
ス
ト
と
し
て
「
県
北
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
倶
楽
部
」
の

懐
か

し
い
フ
ォ

ー
ク
ソ

ン
グ

な
ど

で
楽

し
ん

で
い

た

だ
き
ま
し
た
。
 

 
当
日
は
、
三
次
市
内
各
地
で
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ

る
中

を
１
０
０

人
近

い
来
場

者
が

あ
り
団
体

の

舞
台
発
表
に
沢
山
の
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
各
団
体
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
 

交
流

発
表

会
 
開

催
 

（
寺
戸

 
照

一
）

 

い
き

い
き

サ
ロ

ン
 
節

分
行

事
 

 
２

月
３

日
（
月
）
午

前

10時
か

ら
吉

舎
徳

市
自

治
交
流

セ
ン

タ
ー

で
い

き
い

き
サ
ロ

ン
を
開
催

し

ま
し
た
。
 

 
今
本
保
健
師

よ
り
「
笑
っ

て
 
人
生

楽
し

く
！
」

と
題

し
て

お
話

を
し

て
く

だ
さ

い
ま

し
た
。
笑

う

事
は
免
疫

力
が

ア
ッ
プ

し
、
心

や
脳

に
も
刺
激

を

与
え
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
 

 
刺
激

を
与

え
て

も
ら

っ
た
直

後
に

は
節
分

行

事
、
鬼

さ
ん

が
部
屋

に
入

っ
て

来
る

な
り
「
鬼

は

外
 

福
は

内
」
方

々
か

ら
色

々
な
物

が
飛

ん
で

き

ま
す
。
「
本
当

に
痛

い
痛

い
！
」
と

今
回

も
数
分

で
退
散
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

 
楽

し
い
豆

ま
き

の
後

は
、
食
推

の
皆

さ
ん

が

作
っ

て
下

さ
っ

た
減
塩

み
そ
汁

と
巻

き
寿
司

で
食

事
を
し
ま
し
た
。
 

今
年

の
惠

方
（
西
南
西
）
へ
向

っ
て
丸

か
じ

り
！

皆
さ
ん
へ
福
が
来
ま
す
よ
う
に
！
 

 
２

月

22日
(
土

)
午

前
中

は
雨

で
し

た
が
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
設
備

を
誇

る
中
国
新
聞
印
刷
工
場

を
見

学

し
ま
し
た
。
 

 
午

後
か

ら
は
天
候

も
回
復

し
、
今

が
旬

の
か

き
を
堪
能

し
、
も

み
じ
饅

頭
作
り
を
体
験
し
て
帰
り
ま
し
た
。
 



 

 吉舎町自治振興連合会 

  令和2年2月の動き 
2月4日 事務局長会議 

2月7日 吉舎町地域内生活交通会議 

2月7日 吉舎町ネットワーク協議会 

2月16日 交流発表会 

2月26日 編集会議 

2月26日 拠点施設ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ企画会議 

2月28日 会長会議 

 

５ まるごときんさい No132 

  きさ まるごと日程表      2020年３月15日～2020年３月29日 

  3月15日(日)    高齢者給食サービス  安田地区 

  3月22日(日) 10:00～  しいたけ・なめこ ほだ木づくり  檜 いこいの森 

  3月29日(日)   徳市地区一斉清掃  徳市地区 

  3月29日(日)  八幡地区一斉清掃  八幡地区 

「
高

齢
者

の
集

い
」
 

 
吉
舎
地
区
社
協
で
は
２
月

19日
(
水
)

14時

か
ら

吉
舎

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

に
お

い

て
吉

舎
地

区

70歳
以

上
の

方
を

対
象

に
、
今

年
度

第
２

回
目

の
「
高

齢
者

の
集

い
」
を
開

催
さ
れ

36名
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
今

回
は
、
八
幡

小
学
校
児
童

に
よ

る
子
ど

も
落
語

や
リ

コ
ー
ダ

ー
合
奏
、
合
唱
、
英
語

劇
で

み
な

さ
ん

楽
し

い
時

間
を
過

ご
さ

れ
ま

し
た
。
 

 
子
ど

も
落
語

で
は
５
演

目
の
披
露

で
、
オ

チ
に

笑
い

が
あ

り
ま

し
た
。
英
語
劇
「
も

も

た
ろ

う
」
で

は
一

生
懸
命

な
姿

を
見
せ

て
も

ら
い

ま
し

た
。
来

て
く

れ
た
児
童
・
先

生
の

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
来

年
度

も
開
催

を
予
定

し
て

お
り

ま
す

の

で
、
ま

た
皆

さ
ん

と
元

気
に

お
会

い
で

き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
 

 
（

小
森

 
美

咲
）

 

【
事
務
局
】
三
次
市
集
落
支
援
員
（
吉
舎
地
区
）
徳
永
春
喜
 

 
吉

舎
町

自
治

振
興
連
合

会
で

は
、
人
口
減
少

対
策

に
重
点

を
置

い
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
 

 
そ

の
取
組

の
一
環

と
し

て
「
き

さ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
ネ
ッ
ト
」
が

発
足

し
ま

し

た
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

活
動

で
は
、
移
住

者
の

方
々

の
視
点

や
経
験

を
生

か

す
た

め
に
、
吉

舎
町

に
移
住

さ
れ

た
方

々
の
繋

が
り

や
地
域

と
の

関
係
づ

く
り

を
進

め
、
日

々
の
暮

ら
し

や
仕

事
、
地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

な
ど

の
情

報
交
換

や
交
流

を
通

し
て
、
移
住
経
験

に
基
づ

く
『
ま

ち
づ

く
り
』
の

課

題
な
ど

に
つ

い
て

共
に

考
え
、
定
住

促
進

を
は

じ
め

と
し

た
活

力
あ

る
地

域
づ
く
り
に
向
け
た
活
動
を
進
め
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。
 

 
こ

れ
ま

で
移
住

者
の

方
々

を
交

え
て
話

し
合

い
を
進

め
、
「
こ

こ
に
住

ん
で

良
か

っ
た
、
住

み
た

い
と
思

え
る
移
住
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
合

言
葉

に
、

主
な

活
動

と
し

て
①
移
住

者
同

士
の
繋

が
り

を
深

め
る

活
動

②

地
域

と
の

関
係
づ

く
り

③
新

た
な
移
住

者
の

受
け

入
れ

な
ど

に
取

り
組

む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

「
き

さ
Ⅰ

Ｊ
Ｕ

ネ
ッ
ト

」
が

発
足

 

 
福
本
大
二
郎
さ
ん
（
き
さ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
ネ
ッ
ト
代
表
）
 

 
「
き

さ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
ネ
ッ
ト
」
は
、
三

次
市

吉
舎
町

に
Ｉ

タ
ー

ン
・
Ｊ

タ
ー

ン
・
Ｕ

タ
ー
ン

さ
れ

た
方
々

を
軸

と
し
た

つ
な

が
り
の

会
で

す
。
吉

舎
町

へ
移
住

さ
れ

た
方

々
と

共
に
そ

の
思

い
や

夢
を
語

り
な

が
ら
交
流

を
深

め
、
さ

ら
に
地
域

と
の

関
係

を
深
め

る
地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
参
加

へ
の

支
援

な
ど

を
進

め
た
い

と
思

い
ま

す
。
み

な
さ
ん

の
心

に
響

く
田
舎
暮

ら

し
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「インフルエンザ警報」発令中！！～感染予防のために気をつけること～ 

■ 外から帰った時や食事の前には、こまめに流水と石けんで 「手洗い」をしましょう。 

■ 咳・くしゃみによる飛沫感染を防ぐため、「咳エチケット」を守りましょう。 

■ 室内は加湿器などを使って、適度な湿度（５０％から６０％）を保ちましょう。 

■ 睡眠を十分とり、バランスのとれた食事を心がけ、体力をつけましょう。 

■ 人が集まる場所への不必要な外出は避け、出かける時はマスクを着用しましょう。 

■ 症状などからインフルエンザが疑われる場合は、早めに医療機関を受診しましょう。 

４月の選挙のお知らせ 
 令和２年４月に、次のとおり選挙が予定されています。有権者の方には、三次市選挙管理委員会から投

票案内のハガキが送付されます。 

三次市議会議員一般選挙 投票日 ４月１２日(日) 

【期日前投票】 三次市役所、各支所（吉舎支所除く）、および、吉舎保健センター 

           ４月６日（月）～４月１１日（土） 午前８時３０分～午後８時 

 投票場所や時間については、送付されるハガキをご確認ください。 

 投票日にご都合が悪い方は、期日前投票をご利用ください。 

市外へ転出される方へ 

 市外へ転出される方は、引っ越しされる前、または引っ越しされた後１４日以内に、 

三次市役所本庁の市民窓口係または各支所で届出が必要です。 

◎ 転出の届出時に必要なもの 

    ・ 印鑑    ・ 届出人の本人確認ができる書類 

                        本人確認書類：運転免許証、マイナンバーカードなど顔写真入りのものは１点、 

                                   保険証、キャッシュカードなど顔写真のないものは２点必要です。 

※ 本人または同一世帯以外の方が届出をされる場合は、委任状が必要です。 

※ 保険証や受給者証、印鑑登録カードをお持ちの方はご持参ください。 

※ 届出時には、新住所を記入していただきますので、確認しておいてください。 

※期日前投票期間は、投票区に関係なく、いずれの期日前投票所でも投票できます。  

 広島県では、昨年１２月からインフルエンザ警報が発令されています。 

 インフルエンザに限らず、感染予防のための行動を心がけましょう。 

廃車の手続きはお済みですか？軽自動車税の賦課期日は４月１日です 

 軽自動車税は、４月１日時点で登録されている車両の所有者もしくは使用者に課税されます。 

 使用していないトラクターや原付も登録したままだと毎年課税されます。 

 年度の途中で廃車した場合でも、月割りや還付はありませんので、廃車手続きをしていない車両が

ある場合は、４月１日までに廃車の手続きをしてください。くわしくは、「広報みよし３月号」をご覧ください。 



 

「正山征洋コレクション 

          ボタニカルアートと故郷の薬草展」 
「三原照義のかずら工芸展」 
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仮移転中、しばらくの間おやすみです。 
カウンターでの「読んで～」は、いつでもどうぞ！ 

★ おはなし広場 ★ 

 【児童書】 

  「おろしてください」  有栖川 有栖／作 
    市川 友章／絵  東 雅夫／編  岩崎書店  

＊今月の一冊＊ 

 うらやまをたんけん中、 

みちにまよってしまった 

ぼく。山の中のえきから 

町にもどろうと、れっしゃ 

にとびのると・・・ 

 子どもたちに大人気の 

怪談えほんシリーズ最新

作！オドロオドロしい絵の

迫力と、思わず目を

ギュッとつむりたくなるよ

うな内容が病みつきにな

る１冊。 

古本、募集中～！ 
  ご家庭でもう読まなくなった、不要になった本は眠っていませんか？ありましたら、図書館へお持ちください。 

  図書館の蔵書や古本リサイクル市で活用します。ご協力をお願いします。次回は、４月２５日（土）に古本リサイ

クル市を予定しています。 

≪≪ 美術館あーとあい・きさ ≫≫ ≪≪ 吉舎歴史民俗資料館 ≫≫ 

会期：開催中～３月２９日(日)まで 
今 

月 

の 

企 

画 

展 

～～～募集中～～～ 
 おはなしボランティアさん 

 子どもたちへの本の読み聞かせに興味はありま

せんか？おはなしボランティア、吉舎おはなし会

「りんく」にお越しください！ 

 【活動内容】 

  吉舎町内の保育所、小学校でのおはなし会 

  月１回の例会（場所は吉舎図書館） 
 例会では、絵本の紹介や読んだ本に対しての子どもた

ちの反応など、和気あいあいと報告し合っています。 

会期：開催中～４月５日(日)まで 

「ボタニカルアート」：植物の姿を正確かつ

細密に描いた植物学的絵画。薬草を見分

けるための図譜が始まりと言われる。 

 絵本が大好き！子どもたちが大好き！ 

という方、一緒にボランティアしましょう！ 

 連絡先：吉舎図書館（４３－４５１３） 

【次回の企画展】 

  「県北の野鳥展」 

   会期：４月５日（日）～６月２８日（日）まで 

 三次市在住の写真愛好家 菅昭和・上木辰

彦両氏が撮影された、県北の豊かな自然の

中で暮らす野鳥の姿を生き生きととらえた

作品を展示紹介します。 

 吉舎町出身の薬学博士 正山征洋

氏が研究の傍ら収集されたボタニ

カルアート約６０点を展示しま

す。 

お花見ウォーキング ～大楽寺まで歩いてみませんか？～ 

 吉舎大楽寺の「しだれ桜」は三次市の桜の名所の一つとされ、４月初旬が見ごろと言われています。素朴な山野

草も見どころです。往復約３キロのコースです。参加費は無料、申込は不要です。 

 みんなで「大楽寺」の春を感じて歩きましょう！ 

とき ４月９日（木） 朝１０時出発 

集合場所 大楽寺駐車場（吉舎町敷地） 

※ 歩きやすい服装と運動靴、タオル、飲み物をご持参ください。 

※ 治療中の病気のある方は、主治医にご相談のうえご参加ください。 

※ 当日の「けが」「病気」は応急処置のみで、各自の対応となります。 

※ 荒天時の場合は中止します。 



 

中国バスの運行が変わります 
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とき ３月１７日(火)朝10時～11時30分 

内容 「手形・足形をとろう」 

会場 吉舎保健センター 会費１００円程度 

お問合せ：三次市吉舎支所 ☎43-3111 
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住宅用火災警報器の交換は、 

        １０年を目安に交換を！ 

 住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や

電池切れなどで、火災を感知しなくなることがあるため、

とても危険です。１０年を目安に交換を検討しましょう。 

 設置時期を調べるには、火災警報器を設置したときに

記入した「設置年月」や本体に記載されている「製造

年」を確認してください。 

吉舎町拠点施設 工事進捗報告 

 今年１０月完成予定の「(仮称)吉舎町拠点施設」は、

現在、主にホール棟の建設工事をしています。 

 建物の規模が少しずつわかるようになってきました。 

 工事中は、駐車や通行の際にご不便、ご迷惑をおかけ

しますが、引き続きご協力をお願いします。 

 敷地保育所では、日曜・祝日に園庭を開放しています。  

 利用する際は必ず大人の方が付き添ってください。 
 

  開放日時 毎週日曜・祝日 ９時～１７時 
               （保育所行事があるときは使えません） 
       

      お問い合わせ 敷地保育所☎43-3341） 

 現在、毎日運行している中国バスの路線バス

「甲山三次線」は、３月２９日（日）から、平日の

みの運行に変わります。 

 土曜・日曜・祝日の運行はありませんので、ご

利用の際はご注意ください。 

 なお、平日の運行時刻に変更はありません。 

 

            【問い合わせ】 

（株）中国バス 甲山営業所 

電話０８４７-２２-０７５５ 
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2月20日撮影 

３月３日撮影 


